
高等学校令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

年間授業計画【新様式】

⑦タンパク質
⑧脂質とその他の栄養素

【知識・技能】
・タンパク質がアミノ酸から構成されること
を理解する。
・油脂の構造や消化される様子について理解
する。
・無機質とビタミンについて理解する。
【思考・判断・表現】
・栄養素の消化と吸収について，それぞれに
作用する消化酵素をあげて説明できる。
・タンパク質を検出する反応について，その
方法と反応のようすについて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品について学習した内容を，日常生活に
身近な食品と結びつけ，意欲的に理解しよう
としている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

中間考査
○ ○ 1

5

第１編　物質の科学
第２章　衣料と食品

・繊維が衣料の材料として用いられ
る素材であることを理解させる。
・原料や成りたちによって分けられ
る繊維の分類について理解する。
・私たちが食品から取りこむ栄養素
の種類について理解させる。
・デンプン・タンパク質・油脂につ
いて，消化と吸収のしくみを理解さ
せる。

①衣料と繊維
②天然繊維
③化学繊維（1）
④化学繊維（2）
⑤食品と栄養素
⑥炭水化物

【知識・技能】
・植物繊維の種類と特徴について理解する。
・動物繊維の種類と特徴について理解する。
・合成繊維の種類と特徴について理解する。
・再生繊維・半合成繊維の製法や種類，特徴
について理解する。
・栄養素の種類について理解する。
・炭水化物の種類について理解する。
【思考・判断・表現】
・植物繊維の用途について，その特徴と関連
付けて説明できる。
・動物繊維の用途について，その特徴と関連
付けて説明できる。
・合成繊維の用途について，その特徴と関連
付けて説明できる。
・再生繊維・半合成繊維の用途について，そ
の特徴と関連付けて説明できる。
・栄養素の消化と吸収について，それぞれに
作用する消化酵素をあげて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・衣料と食品について学習した内容を，日常
生活に身近な衣料や食品と結びつけ，意欲的
に理解しようとしている。

○ ○ ○ 10

【学びに向かう力、人間性等】

自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生
活との関わりについての理解を深め、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する技能
を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、人間生活と関連付けて科
学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究
しようとする態度を養うとともに、科学に対する
興味・関心を高める。

「科学と人間生活」（数研出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要や観察、実験などに関する技能を身に付
けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

　自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に
探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

　自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科
学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

佐々木　輝

理科 科学と人間生活
理科 科学と人間生活 2

科学と人間生活

【知識・技能】 【思考・判断・表現】



２
学
期

第２編　生命の科学
第１章　ヒトの生命現象

・遺伝子の塩基配列の情報をもとに
タンパク質がつくられることを理解
させる。
・すい臓から分泌されるホルモンの
作用により，血糖濃度が調節される
しくみを理解させる。
・ヒトのからだには，病原体を排除
する免疫が備わっていることを理解
させる。
・ヒトの眼の基本的な構造と視細胞
について理解させる。

①遺伝情報とDNA
②生命活動を支えるタンパク質
③血糖濃度とホルモン
④血糖濃度の調節と健康

【知識・技能】
・DNAとタンパク質の構造について理解する。
・DNAの塩基配列の情報からタンパク質のアミ
ノ酸配列が決定されることを理解する。
・血糖濃度がすい臓からのホルモンによって
調節されるしくみを理解する。
・糖尿病とインスリンとの関係について理解
する。
【思考・判断・表現】
・DNAとタンパク質についての学習を通し，生
命の設計図としてのDNAの役割を説明できる。
・糖尿病とホルモンとの関係を理解し，糖尿
病に対する治療法や予防法について考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトの生命現象についての学習内容を，日
常生活や健康管理に結びつけ，意欲的に理解
しようとしている。

○ ○ ○ 10

1

○ ○ 1
中間考査

期末考査
○ ○

⑤免疫とからだの防御
⑥免疫と健康
⑦眼の構造とはたらき
⑧光の情報と生命活動

【知識・技能】
・抗体による免疫のしくみについて理解す
る。
・アレルギーと予防接種について理解する。
・眼の構造について理解する。
・視覚が発生するしくみを理解する。
・体内時計が光の刺激によって調節され，ヒ
トの行動に関与することを理解する。
【思考・判断・表現】
・抗体による免疫についての学習を通して，
アレルギーや予防接種について説明できる。
・盲斑の実験を通して，眼の構造について説
明できる。
・錯視の体験を通して，視覚の発生について
考察できる。
・体内時計についての学習を通して，規則的
な生活の重要性を説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトの生命現象についての学習内容を，日
常生活や健康管理に結びつけ，意欲的に理解
しようとしている。

○

１
学
期

○ ○ 10

第３編　光や熱の科学
第１章　光の性質とその利用

・光の色と波長の関係を理解させ
る。
・基本的な光の進み方（光の直進
性，光の速さ）について理解させ
る。
・波の回折・干渉とはどのような現
象か理解させるとともに，光も回
折・干渉することを理解させる。
・電磁波の分類について理解させ
る。

①光の色
②光の直進と反射

【知識・技能】
・白色光はあらゆる色の光が混ざったもので
あることを理解する。
・光の色と波長の関係について理解する。
・光の直進性について理解する。
【思考・判断・表現】
・光の3原色から白色の光をつくり出すにはど
うすればよいか説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・光の性質とその利用についての学習内容
を，日常生活や身近な現象に結びつけ，意欲
的に理解しようとしている。

6

③光の屈折と全反射
④光の分散と散乱
⑤光の回折と干渉
⑥電磁波
⑦電磁波の利用

【知識・技能】
・光の屈折について理解する。
・光の全反射について理解する。
・光の分散，光のスペクトルについて理解す
る。
・光の散乱、回折、干渉について理解する。
・電磁波とは何かについて理解する。
【思考・判断・表現】
・光の屈折について学習したことから，お椀
の底にコインを置いて水を注ぐことでコイン
の見え方が変わる理由を説明できる。
・光の散乱について学習したことから，昼間
の空が青く，夕焼けが赤く見える理由を説明
できる。
・電磁波の性質について学習したことから，
山かげで受信しやすいのは，AM放送とFM放送
のどちらか考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・光の性質とその利用についての学習内容
を，日常生活や身近な現象に結びつけ，意欲
的に理解しようとしている。

○ ○ ○ 14



２
学
期

３
学
期

期末考査
○ ○ 1

期末考査
○ ○ 1

78

○ 16

合計

②地震のしくみと地震活動
③地震による災害
④マグマがつくる火山と景観
⑤火山がもたらす恵みと災害
⑥水のはたらきと自然景観
⑦土砂災害と洪水

【知識・技能】
・地震発生のしくみを理解する。
・マグマの性質や溶岩の噴出量と，火山の形
の関係について理解する。
・火山がもたらす恵みと，火山活動による災
害について理解する。
・侵食，運搬，堆積のはたらきと，形成され
る地形について理解する。
・平野の地形と，土砂災害の関係について理
解する。
【思考・判断・表現】
・マグニチュードと震度の違いを説明でき
る。
・過去の地震災害の情報や，地形や地層の特
徴から，今後の地震災害の危険性について考
察できる。
・火山噴出物の観察を通して，そのでき方を
説明できる。
・火山のハザードマップを読み取り，周辺地
域の災害の危険性について考察できる。
・地形の成因と，土砂災害との関係について
理解し，今後の災害の危険性について考察で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本列島周辺のプレート分布と，地震や火
山の活動について関連付けて意欲的に理解し
ようとしている。
・地震災害，火山災害，土砂災害のしくみを
理解し，地形と災害の危険性について積極的
に考察しようとしている。

○ ○

第４編　地球や宇宙の科学
第２章　自然景観と自然災害

・地球の内部構造について理解し，
地球表層を動くプレートによって，
地形の起伏がつくられていることを
理解させる。
・地震発生のしくみを理解させる。
・火山噴火のしくみについて理解さ
せる。
・土砂災害を引き起こす現象の種類
と危険性の高い地形との関係につい
て理解させる。

①日本列島とプレート 【知識・技能】
・地球の内部構造について理解している。
・地震発生のしくみを理解する。
【思考・判断・表現】
・日本列島のプレート分布と，地震の発生に
ついて関連づけて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本列島周辺のプレート分布と，地震や火
山の活動について関連付けて意欲的に理解し
ようとしている。
・地震災害，火山災害，土砂災害のしくみを
理解し，地形と災害の危険性について積極的
に考察しようとしている。
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